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愛媛県大洲警察署協議会会議録 

（令和４年度第３回） 

日 

時 

令和５年１月31日（火曜日）午前９時30分～午後０時00分 

出
席
者 

１ 警察署協議委員 会長以下８人 

２ 警察署 署長以下12人 

 １ 逮捕術訓練視察 

大洲警察署５階道場において、署員の逮捕術訓練を視察。 
 

２ 会長挨拶要旨 

・ 管内での交通死亡事故ゼロ連続 200 日達成（２月 17 日）を目前に控えた署の

交通事故抑止対策へのねぎらいと、愛媛県警察剣道大会において優勝を果たした

署員への賞揚 

・ 県警本部で開催された「警察署協議会代表者連絡会議」において、交通部が推

進している「横断歩道止まろうキャンペーン」の大洲警察署の取組である「こぶ

し通りに手の花を咲かせよう運動」が好評であったことを紹介 

 

３ 署長挨拶要旨 

 愛媛県警察剣道大会での団体優勝等について報告し、署員が「力強い警察」「事件 

に強い警察」を目指し精進していることなどを紹介 

 

４ 業務推進結果報告（令和４年 10月～12月） 各課長説明実施 
 
５ 業務推進計画（令和５年１月～４月） 各課長説明実施 
 
６ 業務報告・計画に対する委員からの主な意見・要望 
 
意見 警察官採用に関し、県外の大学等に通っていて愛媛県警察にＵターン就職等

をする人はどのくらいいるのか。 

答  当署においても、県外の大学を出てＵターン就職で警察官になった者が多数

おります。県警全体においても、多数の者が県外の大学を卒業していますので、

興味のある方がいれば、当県警の受験を促していただきたいと思います。 
 
意見 白バイに憧れている中学生が、職場体験に参加して大変喜んでいると聞い

た。警察官は、子供たちにとって憧れの職業であり、職場体験等を通じて子供

たちの期待に応えてほしい。 

答  引き続き、職場体験や庁舎見学を通じて、警察の魅力を発信してまいります。 
 
意見 大洲署の交番・駐在所・連絡所の数は、県下の警察署の中で２番目に多いと

の説明があったが、警察施設が近くにあると、一般市民としては安心感を得る

ことから、適正管理に努めていただきたい。 

答  老朽化している施設が多いことから、適正な施設管理に努めてまいります。 
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意見 菅田交差点の西側にある停止線の後方はカーブとなっており、赤信号で停車

していると後続車が停車していることに気付くのが遅れ、追突する危険性があ

ると思う。現場の道路状況を確認し、何らかの対応を検討願いたい。 

答  早急に交差点の状況を確認し、事故等の危険を防止するための措置を検討い

たします。 

 

意見 横断歩道止まろうキャンペーンの「こぶし通りに手の花を咲かせよう」運動

では、幼稚園や小学校でのイベントとして、子どもの手形を入れた様なオリジ

ナルのポスターを作ってみてはどうか。 

答  幼稚園等の協力を得て、ポスター作成等を行うことを前向きに検討させてい

ただきます。 

 

意見 自動車運転免許証の運転条件に、「サポートカーの制度」が新設されたと聞

いたが、内容について教えてほしい。 

答  サポートカーとは衝突被害軽減ブレーキや車線逸脱警報システムなど安全

運転を支援してくれる車のことで、自らの申請により自動車運転免許証にサポ

ートカー限定の条件を付与する制度のことです。 

制度の内容について不明な点等があれば、いつでも交通課に問い合わせくだ 

さい。 

 

意見 高齢者に免許証を返納させることは、認知能力が低下したことを強く本人に

知らしめることでもあり、プライドを傷つけてしまうという側面もある。 

   サポートカー制度を上手く活用して、一定の年齢が来れば当たり前に自動車

運転免許証を返納するといった仕組みになれば良いと考える。 

答  様々な活動を通じて、制度の浸透を図ってまいります。 
 
意見 ヘルメット着用の義務化はいい制度であると思う。 

   これを浸透させるための教育の機会を是非増やしていただきたい。 

答  交通安全教室等の機会を活用し、引き続きヘルメット着用を推進してまいり

ます。 
 

意見 外国人実習生等は、日本の事を何も知らず不安を抱えて来日していると思

う。その方達に日本での生活の仕方や防犯指導に加えて、自転車利用時の交通

安全指導も行っていると聞いたが、非常に良い取組であると思う。 

受け入れする地区住民としては、特に自転車利用時等の交通ルールの指導 

   強化をお願いしたいと思う。 

答  防犯指導に加え、自転車利用時のヘルメット着用等、日本の交通ルールの指

導強化を推進してまいります。 
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６ 諮問・答申 

諮問 「令和５年 大洲警察署運営目標」について 

警務課長説明   

【諮問の要旨】  

愛媛県警察の運営指針「未来へつなごう 安全・安心 愛顔のえひめ」を踏ま 

えた活動を推進すべく「令和５年 大洲警察署運営目標」を策定し、大洲警察署 

では、特に管内情勢を踏まえ、昨年に引き続き、 

〇 住民の安全・安心を守る犯罪抑止対策の推進 

〇 住民を交通事故から守る活動の推進 

の２点を最重要課題として取組することについて諮問致します。 
 

答申  

大洲警察署が、今年の最重要課題として 

〇 住民の安全・安心を守る犯罪抑止対策の推進 

〇 住民を交通事故から守る活動の推進 

  の２点の取組を継続推進することは、管内情勢を踏まえて非常に良いと思う。 

   その中で特に、「住民に身近な場所で起こっている万引きや、特殊詐欺事件の

被害防止対策」と「高齢者や子どもの自転車での交通事故を予防する活動」を強

化することについてお願いする。 

 

  


